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■定格総荷重表

アウトリガ最大張出十フ回ントジp キ(全周)・アウトリガ最大張出(後方、側方) 4,25m

|1 45m  1  6 3m

4 9 (7 00 )

2 8 0   !   1 25

4 9tフック標準フック i 2駐フック

■外観寸法図

合

江ヽ

，

(ラ主) ( )内数値 はN K
- 70-V P」を示 します。

意】

定格総荷重は、水平堅土上において本機の保証できる最大荷重を示しており、

フックその他のつり具等の重量を含んだ値です。なお 匡コ 部分は機械の強度
によって定められ、他は機械の安定によって定められています。

2 ) 作 業半径 はブーム及びジブのたわみを含 んだ実際の値 に基づいてい ますので必

ず作業半径 を基準 として作業 を行 つて ください。

3 ) 定格絡荷重 (ブーム長 さ : 6 6 m ― 16 3 m ) は溝脱 式ルースタシーブを車輛側 に

格納 した状態の値 です。着脱式ルースタシーブをジブに装着 した状態で主ブー

ムの作業 を行 う場合、実際 につ り上 げ られ る荷三 は定格総荷重 よ り主 ブームの

つ り具等のほかに50k9 を差 し引いて くだ さい。

4 ) ジブセ ッ トの状態 ( 4 段同時仲縮の状態 )で主 ブ
ームの作業 を行 う場合、実際 に

つ り上 げ られ る市重 は定格絡荷重 よ り主 ブームのつ り具等のほかに 300 k9 を差

し引いて ください。

5 ) ブ
ーム を危険角度以下 に します と無負荷で も転倒 しますので充分注意 して くだ

さい。

6 ) 4 本のアウ トリガが最大張出以外 は定格総荷重表の 中間張 出の市重で作業 を行

って ください。中間張曲以下の状態では、つ り上 げはで きませ ん。

7 ) ブーム及 びジブの長 さが規定の長 さを超 えた場合は、定格総荷重表の小 さい方

の市重 で作業 を行 って ください。

8 ) フ ロン トジャッキ格納時 には前方つ り上 げは、側方 後方つ り上 げよ りに い性

能 にな ってい ます。側方つ りか ら前方つ りに入 る場合 には過布重 になるなれが

あ りますので充分注意 して作業 を行 って くだ さい。
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9 ) フックの最小巻掛本数はワイヤロープ 1本当たり1250k,を超えない範囲で決定
しますが、各ブーム長さに対する標準フック巻掛本数は表の通りです。

0) 自由降下は原則としてフックのみを降下するときに使用しますが、やむをえず
つり荷を自由降下する場合には定格総荷重の20% までを限度として急激なブレ
ーキ操作は絶対にさけてください。

11) 定格絡荷重を超える作業を行った場合及び正しい使い方を行わなかった場合は
転倒または破損します。この場合本機の保証はいたしません。
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■作業範囲図

く7tI)本田はブーム ジブのたわみを含んでいませんセ


